
平成28年度 新規事業候補箇所説明資料
【高規格幹線道路】

資料 ３

①一般国道5号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路（倶知安～共和）

②一般国道236号（帯広・広尾自動車道）大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）

③一般国道470号（能越自動車道）田鶴浜七尾道路

④一般国道483号（北近畿豊岡自動車道）豊岡道路

⑤一般国道9号（山陰自動車道）福光・浅利道路

⑥一般国道491号（山陰自動車道）俵山・豊田道路

⑦一般国道220号（東九州自動車道）日南・志布志道路



倶知安峠

資料：小樽開発建設部調べ
図６ Ｈ26年度後志管内発 救急搬送流動状況

図７ 死亡率(人口10万人対)
資料：H25年北海道保険統計年報（北海道）しり べし
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・後志地域は高次医療の約９割を

小樽市や札幌市に依存。 人口の

約３割が高次医療施設まで６０分

以内に到達できない状況（図６）。

・脳疾患・心疾患の死亡率が高く、

速達性の確保が急務（図７）。

図３ 後志の外国人宿泊客延数
の推移

資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道）

しり べし

２．課題

・国際コンテナ通行支障区間の解消により、

函館方面と札幌・後志地方を結ぶリダンダン

シーの向上に寄与。

・倶知安から小樽・札幌の高次医療施設への搬送時間短縮

や安静搬送により、患者への負担を軽減。

・脳疾患、心疾患の死亡率低下が期待（図８） 。

効果２ 物流ルートの代替性の確保 【◎】

国際コンテナ通行支障箇所の回避
現況 ４箇所 →   整備後 ０箇所

効果３ 安心して暮らせる地域の形成 【◎】

しり べしはこ だて

倶知安～小樽市立病院の所要時間
現況 ６８分 → 整備後 約５３分（約１５分短縮）

お たるくっ ちゃ ん

お たる

お たるくっ ちゃ ん さっ ぽろ

■費用便益分析結果 （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

一般国道５号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路(倶知安～共和)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち く っ ち ゃん きょうわ

図８ 搬送時間短縮による生存率向上

・インバウンド観光の拠点である新千歳空港や札幌市・小樽市周辺からニセコへの移動時間短縮、

定時性を確保。

・ニセコ地域への更なる観光客増加、通勤圏拡大による雇用の促進が期待。

効果１ 国際的観光リゾートの更なる発展 【◎】
しん ち とせ

現況 約１５５分 → 整備後 約１２０分

（約３５分短縮）

新千歳空港～ニセコ間の冬期所要時間
しん ち とせ

現況 約 ８０分 → 整備後 約 ５５分

（約２５分短縮）

小樽～ニセコ間の冬期所要時間
お たる

さっ ぽろ お たる

資料：藤本他交通工学Vol.45，No.5，2010

119番通報から病院到着までの時間（分）

①国際的観光リゾートへのアクセス
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・新千歳空港から国際的観光リゾートニセコへの速達性を確保し、宿泊施設新設等の民間投資増加により、地域経済の発展に寄与
・災害時の代替路確保や国際コンテナの通行支障箇所を解消し、物流を効率化
・高次医療施設へのアクセス向上により、救急搬送など医療活動を支援

さっ ぽろ

資料：プローブデータ（H26.10,H26.12の1ヶ月間データ）
より分析
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図４ 並行現道（小樽～ニセコ間）
の移動時間のバラツキ

お たる

③ 高次医療施設へのアクセス

３．整備効果

・国際的に人気のスキー場がある、

ニセコエリアの外国人宿泊客数は

年々増加傾向 （図３）であるが、移

動時間に不満あり。宿泊施設の新

設など民間投資等の開発効果を盤

石にするためにも定時性の確保が

課題（図４） 。

・有効求人倍率が１．５６と全国比約

１．５倍にも係わらず、通勤負担に

よる雇用不足が顕在化。

・隣接する胆振地域には、周期的に噴

火を繰り返す有珠山（約３０年周期）

等が存在（図５）。

・国道５号は、災害発生時に代替路と

なるが、線形も厳しく、更には国際コ

ンテナ通行支障箇所（写真１）を抱え、

特に物流への影響が懸念。
図５ 周辺の災害リスクと広域道路ネットワーク

➁災害リスクに対する

ざ ん

い ぶり

１．事業概要

・延 長 等：１１．５ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋｍ/ｈ）
・起 終 点：北海道虻田郡倶知安町字旭～北海道岩内郡共和町国富

いわない きょう わちょう くに とみ

倶知安余市道路

（倶知安～共和）

図１ 広域図

くっちゃん よいち

くっちゃん きょうわ

あぶ た くっ ちゃ ん ちょう あさひ

・全体事業費：約４２０億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約4,900台/日 約500台/日 約1,200台/日

・計画交通量：約６，６００台／日

お たる さっ ぽろ

しり べし

小樽市の高次医療施設からの６０分カバー圏人口
現況 164,200人（７０％） → 整備後 203,900人（８７％）

※整備後、カバー圏人口４万人増。

【通常期】
４分のバラツキ
（６７～７１分）
平均７０分

【冬期】
１４分のバラツキ
（７２～８６分）
平均７９分

平成12年の噴火時には、
鉄道貨物輸送をトラック代行
による小分輸送を行ったため、
物流の効率性が低下。

写真１ 国際コンテナ
通行支障トンネル

（盤の沢トンネル）
ばん さわ

物流ルートの脆弱性

う す
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後志地域

内ニセコエリア

4.5倍

後志地域

内ニセコエリア

過去１０年間で
約3.5倍

【倶知安町ほか ニセコ観光圏整備計画】

樽前山
有珠山

稲穂峠

倶知安峠 中山峠

美笛峠

毛無峠

倶知安保健所

後志地域

胆振地域

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.3
（1.3）

5.4%
（5.5%）

2,805億円※2

（344億円※2）
3,611億円※2

（447億円※2）

注）上段の値は黒松内ＪＣＴ～小樽JCT（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益
分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算出

図２ 事業位置図
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標準横断図 （単位：ｍ）

土工部 橋梁部

※この地図は、国土地理院長
の承認を得て、同院発行の数
値地図50000（地図画像）を複
製したものである。（承認番号
平25情複、第802号）

全体延長：11.5km
土工延長： 9.9km（86%）
橋梁延長： 1.6km（14%）
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一般国道５号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路(倶知安～共和)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち く っ ち ゃん きょうわ

倶知安～共和 延長11.5km（２車線整備）
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・交通機能の分担により、大樹市街をはじめとする現道の

交通事故が大幅に減少し、貨物車等の安全な物流ルート

を確保。
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重要港湾十勝港
（国際物流ターミナル整備中）

大樹市街における死傷事故率
現況 全国平均以上（７箇所）１１０．６～３３１．９件/億台ｷﾛ

たいき

⇒ 整備後 大樹豊似間 ２７．０件/億台ｷﾛ
たいき とよに

0 

1 

2 

3 

4 

H11開通前
（高速なし）

帯広川西IC
開通

更別IC
開通

大樹豊似

整備後

・十勝地域は、小麦や生乳等、全国１位の農産品を生

産する国内有数の農業、酪農業地域。十勝やオホー

ツクで生産された小麦の移出や家畜飼料原料などの

移輸入は重要港湾十勝港が担っており、全国への食

料供給を支える重要拠点（図３）。

たいき

・帯広･広尾道の延伸により十勝港までの輸送時間の短縮

が図られ、繁忙期の小麦の往復回数が１回増加するなど

の輸送の効率化に寄与し、地域産業を支援 （図８）。

おびひろ ひろお とかち

一般国道236号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・全国の食を支える地域産業を支援するとともに、交通機能の分担が図られることにより安全な物流ルートを確保
・救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのアクセスが向上し、地域医療サービスの向上に貢献

３．整備効果

図６ 貨物車事故の割合

44%
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56%

70%

大樹広尾間

全道国道

貨物車事故 その他事故貨物車事故 その他事故

資料：事故マッチングデータ（H16～H25）
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図４ 十勝港取扱貨物量の推移
とかち 資料：広尾町

図８ 小麦輸送の効率化

（音更町⇔十勝港の往復可能回数）
おとふけちょう とかち

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,100台/日 約800台/日 約1,600台/日

・延 長 等：１５．１ｋｍ（第１種第３級、
２車線、設計速度８０㎞/h）

・全体事業費：約２００億円

・計画交通量：約５，５００台／日

・起 終 点：北海道広尾郡大樹町字大樹

～北海道広尾郡広尾町字紋別

ひろお たいきちょう たい き

ひろお ひろおちょう もんべつ

①全国への食料供給を支える

港湾アクセスルートの効率性・安全性

②救急医療・高次医療サービスの享受が困難

・南十勝は高次医療の９割を帯広市に依存

し、人口の４割が高次医療施設まで６０分

以内に到達できない状況（図７）。

みなみとかち おびひろ

効果１ 地域産業を支える物流の効率性・安全性の向上 【◎】

効果２ 高次医療施設へのアクセス性向上 【◎】

帯広市の高次医療施設からの６０分カバー圏人口

現況 １２,２００人（５８％） ⇒ 整備後 １４,０００人（６６％）

おびひろ

広尾町～帯広市の高次医療施設間の救急搬送所用時間

現況 ７３分 ⇒ 整備後 ６５分（８分短縮）

ひろおちょう おびひろ

※ 全線整備後 ２０，５００人（９７％）

・帯広･広尾道の延伸により救急搬送時の

所要時間や連絡速度が改善され、南十勝

からの高次医療施設へのアクセスが向上

し、人口カバー率が拡大するなど地域の

医療サービスの向上に貢献。

おびひろ ひろお

図１ 広域図

大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）
ちゅうるいたいき とよに

たいき ひろお

おびひろ ひろお たいき ひろお ちゅうるいたいき とよに

■費用便益分析結果 （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2
（0.96）

4.8%
（3.7%）

3,019億円※2

（167億円※2）
3,496億円※2

（159億円※2）

注）上段の値は帯広ＪＣＴ～広尾ＩＣ（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算出

みなみとかち

図３ 小麦収穫量シェア

十勝

210千トン

24.6%

オホーツク

155千トン

18.1%

その他道内

187千トン

21.9%

道外

301千トン

35.3% H26

全国

小麦収穫量

約852千トン

資料：作物統計（H26）

全国の約１／４

18.2%

図２ 事業位置図

とかち

とかち

・十勝港の取扱貨物量は増加する一方で、貨物車保

有台数は減少傾向。収穫繁忙期の秋を中心に、輸

送トラックが不足し、効率化が求められているが、物

流ターミナル整備中の港湾で、高規格道路ミッシン

グリンク延長が全国で最長（図４、図５） 。

・十勝港に至る国道２３６号、３３６号は、全国の一般国道

における平均死傷事故率８１件/億台ｷﾛ以上の箇所が

大樹市街で７箇所と多く、物流面においても全道平均を

上回る貨物車事故が発生するなど安全性が確保されて

いない状況（図６）。

とかち

とかち

資料：北海道運輸局 「自動車保有車両数調べ」

図５ 十勝管内貨物車保有車両数の推移

資料：道路交通センサス（H11,H17,H22）

3.1
2.9

2.2
1.9

往
復
可
能
回
数

とかち

・大樹・広尾町からの救急搬送は年間約２２０

件を数え、冬期には搬送時間がさらに増加す

るなど、速達性の確保が急務。

たいき ひろおちょう

【広尾町 広尾町まちづくり推進総合計画】

たいき

図７ 救急医療施設の
６０分圏域の状況

資料：H25帯広開発建設部、
救急車プローブ結果（H24）、
H22年国勢調査

南十勝

広尾町

帯広厚生病院

年間220件

大樹町

○

○

中札内村

更別村

人口の約４割が
６０分カバー圏外

救急医療施設からの
60分圏域
救急医療施設からの
60分圏域外

救命救急センター病院
（第三次救急医療施設）

その他の救急医療施設
（第二次救急医療施設）

とかち

延伸により輸送効率が
向上し往復回数が
２回から３回に増加

（回）

※全国平均：８１件/億台ｷﾛ
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橋梁

L=25ｍ

豊似IC（仮称）

橋梁

L=30ｍ

橋梁

L=39ｍ 橋梁

L=20ｍ
橋梁

L=93ｍ 橋梁

L=27ｍ

とよに

忠類大樹IC
(ハーフIC)

ちゅうるいたいき

大樹IC（仮称）

橋梁

L=294ｍ

たいき

Ｎ

津波による浸水区域

（
起
）北
海
道
広
尾
郡
大
樹
町
字
大
樹

ひ
ろ
お

た
い
き
ち
ょ
う

た
い
き

忠類大樹～豊似（2車線整備）
延長15.1ｋm

ちゅうるいたいき

(仮)豊似ＩＣ
とよ に

(仮)大樹ＩＣ
たい き

広尾町

大樹町

幕別町

至

帯
広

至

え
り
も

至 豊頃

更別村

全体延長：15.1km
土工延長：14.6km(97%)
橋梁延長： 0.5km(3%)

忠類IC

忠類大樹IC

大樹広尾道路
た い き ひ ろ お

（
終
）北
海
道
広
尾
郡
広
尾
町
字
紋
別

ひ
ろ
お
ち
ょ
う

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

（単位：ｍ）

土工部

橋梁部
（長大橋）

【標準横断図】
【縦断図】

広尾市街地

H22：4,953台/日（2車線）

H22：4,265台/日（2車線）

H22：4,971台/日
（2車線）

忠類IC
ちゅうるい

とよに
236

38
274

235

36

227

5

12

40

242

333

242

392

44

大樹広尾道路
（忠類大樹～豊似）

Ｎ

重要港湾 十勝港
（国際物流ターミナル整備中）

一般国道236号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）に係る新規事業採択時評価
おびひろ ひろお たいき ひろお ちゅうるいたいき とよに

交通事故多発区間
165.9件／億台キロ

交通事故多発区間
331.9件／億台キロ

交通事故多発区間
110.6件／億台キロ

交通事故多発区間
276.6件／億台キロ
交通事故多発区間
221.3件／億台キロ

交通事故多発区間
110.2件／億台キロ

交通事故多発区間
165.9件／億台キロ

交通事故多発区間
110.6件／億台キロ

大樹市街地

至 浦河

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

交通事故多発区間

曲線半径（Ｒ＜150ｍ）

交通量（Ｈ22センサス）

市街地

沿線集落

コントロールポイント

交通量台/日

0km 1km 5km2km
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600

700

800

900

1,000

金沢地域

能登地域

0

100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

能
越
自
動
車
道

対
象
区
間

図２ 広域図

凡 例

供用中区間
事業中区間
対象区間
現道活用区間

N

・起 終 点：石川県七尾市赤浦町～石川県七尾市千野町

・延 長 等：3.4km（第1種第3級、暫定2車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約95億円

・計画交通量：約7,300台/日

一般国道４７０号 （能越自動車道） 田鶴浜七尾道路に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・能越自動車道の唯一の未事業化区間の一部を整備し、近年活性化している能登地域への観光振興、企業活動を支援。

・通過交通の排除により、安全・安心な地域の形成に寄与。

３．整備効果

・北陸新幹線開業や能越自動車道の延伸

に伴い、企業進出や主要な観光地の入

込客が増加。【図３】【図４】

・しかし、H15年以降の観光入込客の推移

をみると、金沢地域と比べ、能登地域は

減少・伸び悩み傾向。【図５】

・県の観光戦略「ほっと石川観光プラン

2016」では、H37年までに観光入込客を

3000万人とする目標としており、金沢地

域だけではなく、能登の地域資源を活か

した周遊観光の促進が大きな課題。

・周遊観光や三大都市圏をマーケットとす

る企業活動の活性化のためには能越自

動車道の「最後のワンピース」である当該

道路の整備が不可欠。

① 能登の周遊観光・企業活動に不可欠な高速道路ネットワーク

効果１ 観光振興と企業活動を支援 ［◎］

た つ る は ま な な お

ち の まちなな お あか うら まち

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,500台/日 約1,000台/日 約800台/日

田鶴浜七尾道路

図１ 事業位置図

七尾城山IC
七尾IC
ななお

病院東IC
（仮称）

石川県

七尾市

七尾氷見道路

延長28.1㎞
H27.2.28開通

田鶴浜道路

延長5.1㎞
H10.4.19開通

能登総合病院

至

輪
島
市

至

氷
見
市

470

160

159

249

た つ る は ま な な お
な な お ひ みた つ る は ま

249

びょういんひがし

病院西IC
（仮称）

びょういんにし

延長3.4㎞延長6.1㎞

現道活用区間

凡 例

供用中区間

対象区間

現道活用区間

直津IC
ただつ

和倉IC
わくら

高田IC
たかた

田鶴浜IC
たつるはま

ななおじょうやま

・国道159号の七尾市街地部は事故危険区

間が連続し、死傷事故率（127.2件/億台km）

は北陸管内直轄国道平均（43.2件/億台

km）の約３倍。【図６】

・七尾城山ICのアクセス道路が通過交通の

抜け道として利用され、住民生活の安全・

安心を阻害。【写真１】

② 通過交通と生活交通の輻輳

・通過交通が排除され、国道159号の七尾市街地部の安全

で円滑な走行環境が形成。

死傷事故率が約３割減少

【現況】１２７．２件/億台km → 【整備後】９２.９件/億台km

効果２ 安全・安心な地域の形成 ［○］

※ITARDAデータ、推計値により算出

・対象区間の整備と、観光地までのアクセス道路との一体

的な整備により、周遊観光ネットワークを形成。H34北陸

新幹線の敦賀延伸等を見据えた「H37年の観光入込客

数の目標3,000万人」に向けた取組を支援。【図７】

・北陸自動車道や東海北陸自動車道との接続により、県

が進める能越自動車道を活かした企業誘致の取組や、

三大都市圏をマーケットとする企業活動を支援。【図８】

・対象区間の整備にあわせて、現道活用区間において、

必要な交通安全対策を県が実施することにより、早期の

効果発現を期待。

図８ 三大都市圏をマーケット
とする企業進出状況

470

図３ 能越道の整備と能登地域の
企業進出・増設件数の推移

2 1 2 3
5

1

4

5

0
2
4
6
8

10

H23 H24 H25 H26 H27

七尾氷見道路
全線開通（H27.2）

（件）

（年度）

七尾城山～七尾大泊
開通（H25.3）

灘浦～氷見北
開通（H24.3）

：農業系企業
：工業系企業

N

：農業系企業
：工業系企業

田鶴浜七尾道路

北陸自動車道

N

７企業
立地

図５ 能登・金沢の観光入込客の推移

関 東

※輪島市観光協会HP､七尾市観光協会､常時観測交通量

図４ 主要な観光施設の
観光入込客の推移

0

50

100

0
20

40
60

80
100

H24 H25 H26 H27

七尾氷見道路
全線開通（H27.2）

七尾城山～七尾大泊
開通（H25.3）

（万人）
灘浦～氷見北
開通（H24.3）

（百台/日）

（年）

：輪島朝市
：和倉温泉
：灘浦ＩＣ～氷見北ＩＣ交通量

※統計からみた石川県の観光

（年）

28%増（H15比）

14%減（H15比）

（万人）

なな お じょう やま

つ る が

の と

い し か わ

な な お

いしかわ

ひ

み

わ
じ
ま

注）上段の値は輪島IC(仮称)～小矢部砺波ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化
区間を対象にした場合の費用便益分析結果

※１：ＥＩＲＲ：経済的内部収益率
※２：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算定）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.1

(1.2)

4.6%

(5.2%)

8,013億円※２

(89億円※２)

8,537億円※２

(105億円※２)

■費用便益分析結果(貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、

費用と比較したもの）

・通過交通の抜け道となっている道路の安全・安心を確保。

金沢

高岡

氷見
羽咋

七尾

輪島

図７ 周遊観光ネットワーク

珠洲 道の駅

すず塩田村

輪島 朝市

羽咋 気多大社

七尾 和倉温泉

高岡 高岡大仏

氷見 寒ブリ

門前 總持寺

金沢 兼六園

N

穴水
門前

珠洲
す ず

わじま

もんぜん

あなみず

ななお

ひ み

たかおか

はくい

かなざわ

す ず

えんでんむら

ななお わくら

ひ み

たかおか たかおか

かなざわ

は く い け た たいしゃ

もんぜん そう じ じ

わじま あさいち

けんろくえん

のと里山空港

写真１ 通過交通の抜け道となっている道路

図６ 七尾市街地部の事故危険区間

至
輪
島
市

至
氷
見
市

N

七尾城山IC

159

病院東IC
（仮称）

病院西IC
（仮称）

七尾IC
470

写真１

249
： 事故危険区間
： 学校･保育園・老人福祉施設
： 通過交通の抜け道となって

いる道路

の う え つ

5



N

８

41
156

157

159

160

８

田鶴浜七尾道路

石川県

富山県

延長

全体延長 3.4 km

橋梁延長 0.4 km

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0

計画縦断図

L=159m

（仮称）

鷹合川橋

L=122m

（仮称）

JR七尾跨線橋
L=49m

（仮称）

笠師川橋
L=57m

（仮称）

七尾IC橋

病院西IC（仮称） 病院東IC（仮称）

七尾IC

びょういんにし びょういんひがし

ななお

たかごうがわ ななお かさしがわ ななお標高（m）

標準断面図（単位：m）

【橋梁部】

【土工部】

七尾城山IC

延長3.4km

七尾氷見道路

七尾市役所

延長28.1km
（H27.2.28開通）

能登総合病院

能越自動車道 七尾氷見道路

（県
）花
園
藤
野
線

たつるはま

470

病院東IC
（仮称）

びょういんひがし

終
点

石
川
県
七
尾
市
千
野
町

な
な
お

ち

の

ま
ち

い
し
か
わ

249

249

159

160

田鶴浜道路

ななお じょうやま

七尾IC
ななお

249

七尾バイパス
延長2.7㎞

（H27.2.28開通）

延長6.1㎞
起
点

石
川
県
七
尾
市
赤
浦
町

な
な
お

あ
か
う
ら
ま
ち

い
し
か
わ

現道活用区間

田鶴浜IC
た つる はま

高田IC
たかた

和倉IC
わくら

直津IC
ただつ

田鶴浜七尾道路
た つ る は ま な な お

病院西IC
（仮称）

びょういんにし

H22：15,500台/日

延長5.1km
（H10.4.19開通）

470

凡 例

対象区間

現道活用区間

一般国道

主要地方道

一般県道

その他の道路

主要渋滞箇所

事故危険区間

橋梁構造

た つ る は ま な な お ひ み

な な お

の と な な お

のうえつ ななお ひみ

は
な
ぞ
の
ふ
じ
の

たつるはまななお

と や ま

いしかわ

一般国道４７０号 （能越自動車道） 田鶴浜七尾道路に係る新規事業採択時評価
た つ る は ま な な おの う え つ

2.5km0 0.5 1.0 1.5 2.00km

2.5 3.5 3.5 2.5

12.0

3.5 3.5 1.75

10.5

1.75
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整備前 整備後 通常時 災害時

18 1.00
［D］

0.53
［C］

▲ 425.44 0.10 0.56

（10）
0.40
［C］

0.33
［B］ （▲38.21） （0.02） （0.09）

※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点として設定し評価
注）上段の値は和田山JCT・IC～豊岡北ICを対象とした場合、下段（　）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

改善度 評価

◎

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量

但馬空港

東浜IC 京丹後市

豊岡市

香美町

養父市

丹波市

姫路駐屯地

兵庫県庁三木総合防災公園

福知山駐屯地

丹波広域防災拠点

豊岡病院

国道９号
（鳥取県）

福知山市

新温泉町

・速達性の向上により、高速バス網を活用した地域振興策を含め、山陰海岸ジオパーク等の

観光客増加に寄与 （「ひょうごツーリズム戦略」において、観光入込客数150百万人を目標)

大阪市から但馬地域（城崎）の所要時間短縮

【現況】 約175分 → 【整備後】 約155分 20分短縮

兵庫県

豊岡道路

効果２ 医療不安の解消に貢献 ［◎］

・降雪時の搬送円滑化により60分圏人口が拡大し、

地域の医療不安の解消に貢献 （図７）

60分圏カバー人口

【現況】12.5万人（69%） → 【整備後】15万人（83%）

・さらに、ドクターカーの導入により、60分圏域の

治療開始時間を約30分に短縮

・京阪神地域からのアクセスを改善し、但馬地域の観光客増加に寄与

・豊岡病院（第三次）との直結により、降雪時の搬送60分圏域の拡大や災害時の円滑な救急救援活動を支援

・起終点： 兵庫県豊岡市戸牧～兵庫県豊岡市上佐野

・延長等： 2.0㎞

（1種3級、暫定2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費： 約130億円

・計画交通量： 約13,800台/日

図１ 広域図

１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約8,900台/日 約2,500台/日 約2,400台/日

２．課題

３．整備効果

とべら かみさの

③災害時の救助、救援活動に資する道路ネットワークの構築

・平成16年の台風23号では、円山川の氾濫により国道312号等の

浸水・通行止めが発生し、豊岡市街地が孤立（図６）

・災害拠点病院である豊岡病院等への県南部からの支援ルートが

途絶えるなど、災害時に機能する道路ネットワークの構築が課題

効果３ 災害に強い道路ネットワークの構築 ［○］

・災害時に機能する道路ネットワークにより豊岡病院等

へのアクセスが確保され、円滑な医療活動・物資輸送に寄与

①豊富な観光資源による但馬地域の活性化

・北近畿豊岡自動車道は、京阪神地域と兵庫県北部の但馬地域との一体化を図る高規格幹線道路

であるが、但馬地域北部ではミッシングリンクが存在

・但馬地域には城崎温泉やコウノトリの郷公園等、観光資源が豊富に存在し、近年の道路開通時に

入込客数の増加がみられるが、高速道路のない北部では増加数が小さく、山陰海岸ジオパークの

再認定時には、ユネスコ生態・地球科学部自然科学局より高速道路の延長による観光客数の増加

を奨励（図３・４）

図２ 事業位置図

とよおか とよおか

一般国道４８３号（北近畿豊岡自動車道） 豊岡道路に係る新規事業採択時評価
きた きんき とよおか とよおか

とよおか

とよおか

きのさき

②高次医療施設へのアクセス性の向上

・但馬地域の第三次救急医療施設は豊岡病院

のみで、病院到着まで60分を超える圏域が存

在（図５）

・さらに、降雪時は速度低下発生により60分圏域

が縮小し、救命率の低下が課題

たじま

図３ 主要観光地と道路整備状況

現況（降雪時）
カバー人口

12.5万人

整備後（降雪時）
カバー人口

15万人

約2.5万人
増加

効果１ 観光地の活性化に貢献［○］

H18.11
氷上～

和田山開通

H17.4
春日～
氷上開通

さんいんかいがん

山陰海岸ジオパーク

■北近畿豊岡自動車道開通沿線市町
■その他の但馬地域の市町
（ ）内はH25観光入込客数を示す

H24.11
和田山～

八鹿氷ノ山開通

（約80万人/年）

（約31万人/年）

（約４２万人/年）

（約27万人/年）

（約51万人/年）

あまるべ

余部鉄橋

きのさき

城崎温泉

たけだじょうせき
竹田城跡

いずし
出石町

ゆむら

湯村温泉

図８ 整備後の防災機能ランク

まるやま

豊岡道路

延長 2.0km

日高豊岡南道路
（事業中）

延長6.1km

八鹿日高道路
（事業中)

(H28開通予定）
延長9.7km

和田山八鹿道路
（H24.11開通）
延長13.7km

春日和田山道路
（H18.7迄開通）

延長31.7km

国
道
４
８
３
号
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

延
長
約
70
km

60分圏外
のエリア

図５ 豊岡病院への搬送60分圏域
（H26プローブデータ）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図７ 豊岡病院への搬送60分圏域の変化

（H23・26冬期プローブデータ・H22国勢調査）

きたきんき とよおか

さんいんかいがん

：広域
：交通
：地域
：被災

凡例
：A
：B
：C
：D

たじま

図６ H16台風23号時の浸水状況

312

4100haの広範囲が
浸水し、市街地の
ほぼ全域が浸水

（仮）豊岡南ＩＣ
とよおかみなみ

豊岡市役所

コウノトリ但馬空港
（広域防災拠点）

豊岡病院

市街地

凡 例

浸水区域

（仮）豊岡ＩＣ
とよおか

通行止区間

426

312

（H26プローブデータ）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（人/年）千人/年

図４ 地域別観光入込客数の変化（兵庫県観光動態調査）

増加

増加数
小

和田山八鹿道路
開通H24.11

凡例

但馬地域高規格
道路ありの市町

（朝来・養父・丹波）

但馬地域高規格
道路なしの市町

（豊岡・香美・新温泉）

（約30万人/年）

さと

コウノトリの郷公園

さと

通常時60分圏域

降雪時60分圏域

但 馬 地 域

各 消 防

現況（降雪時）

整備後（降雪時）

但 馬 地 域

各 消 防

注）上段の値は和田山JCT・IC～豊岡北ICを対象とした場合、下段（　）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１：ＥＩＲＲ：経済的内部収益率
※２：基準年（平成２７年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算定

B/C EIRR※１ 総費用 総便益

１．１
（２．３）

４．５％
（９．４％）

２，４９４億円※２

（１０２億円※２）

２，７５２億円※２

（２３２億円※２）

■道路ネットワークの防災機能評価結果
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※通行止箇所（台風23号）は
並行道路のみ記入

50

日高豊岡南道路 延長 6.1km事業中
ひだか とよおかみなみ

豊岡道路
とよおか

延長 2.0 ｋｍ

L=239m

0.000
10.000
20.000
30.000
40.000
50.000
70.000
80.000
90.000

100.000

DL=-10.000

1：
20

0

1：1000

【縦断図】

（仮）豊岡ＩＣ

0号橋

L=239mL=40m

L=310m

L=31m

L=610m
L=86mL=27m （仮）豊岡南ＩＣ

312

豊岡市役所
312

312

3

713
242

（主要渋滞箇所）
かみかげ

上陰交差点

426

426

【標準横断図】

12.00

2.50 2.503.50 3.50

10.50

1.75 1.753.50 3.50
（土工） （長大橋）

10.50

1.25 1.253.50 3.50

1.00

（トンネル）

（仮）豊岡ＩＣ
とよおか

（仮）日高北ＩＣ
ひだかきた

一般国道４８３号（北近畿豊岡自動車道） 豊岡道路に係る新規事業採択時評価
きた きんき とよおか とよおか

（主要渋滞箇所）
とよおかえきみなみ

豊岡駅南交差点

（仮）豊岡南ＩＣ
とよおかみなみ
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豊
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の

（
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）
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戸
牧
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か
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178

178

凡 例

対象区間

調査区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

通行止箇所(台風23号)

交通量(H22ｾﾝｻｽ)

市街地

H16年23号台風浸水区域

426

482

９

９

178

312

483

483

豊岡道路
とよおか

播
但
連
絡
道
路

位置図

凡 例

対象区間

自専道

一般道

調査区間

公立豊岡病院
但馬救命救急センター

たじま

コウノトリ但馬空港
たじま

（広域防災拠点）

交通量台/日

21,403台/日

（2車線）

13,513台/日

（2車線）

15,581台/日

（2車線）

0km 1km 2km
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3,233 
3,607 3,598 

3,913 

5,002 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H22 H23 H24 H25 H26

(TEU)

輸出 輸入

・出雲－浜田間の高速ネットワークを確保し、
アクセス性の強化により物流活動を支援

一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路に係る新規事業採択時評価

・島根県内の開通済みの高速ネットワーク周辺では、着実に企

業進出が進んでいる。未開通区間についても、山陰道や現道

を活用する区間（県道）の開通目標公表に合わせて企業進出

が進みつつある。

１．事業概要

・起 終 点：島根県大田市温泉津町福光 ～ 江津市松川町上河戸
・延 長 等：６．５ｋｍ（ 第１種第３級、２車線（暫定）、設計速度８０km/h ）
・全体事業費：約２９０億円
・計画交通量：約１５，０００台/日

図１ 広域図

①地域経済を支える企業進出

②重要港湾「浜田港」の更なる物流機能の強化
への支援

ふくみつ あさり

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

福光・浅利道路

・山陰道（宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴ間）の最後の区間である当該区間の整備により、高速ネットワークを形成
・高速ネットワークの形成により、企業立地の促進、広域医療連携体制を支援
・重要港湾(浜田港)へのアクセスの強化により物流活動を支援

しまね おおだ ゆ の つ ちょう ふくみつ ごうつ まつかわちょう かみかわど

・浜田港は、島根県唯一の国際定期コンテナ航路を有す

る港湾であり、取扱量は年々増加している。【図４】

・島根県は浜田港の利便性を更に高めるため、平成27年

度より「浜田港長期構想」の策定を開始。大田市、出雲

市等から、浜田港へのアクセス性の強化のため当該区

間の整備が必要。

・周産期医療※など、浜田医療センターでは対応していない治

療が必要な患者は島根県西部（江津市等）から出雲市の第３

次救急医療機関への広域搬送を余儀なくされている。

・第３次医療機関60分圏域内の人口が約1.1千人増加し、島根

県西部から東部への搬送時間が短縮するためには山陰道の

整備が必要。【図５】

③救急医療施設へのアクセス強化

３．整備効果
効果１ 民間投資の促進 【◎】

・福光・浅利道路の着手にあわせ江津工業団地の拡張を計画
・高速ﾈｯﾄﾜｰｸとアクセス道路(県道)の一体的な整備により、企業進出などの民間投資を促進

効果３ 医療アクセスの改善 【◎】

江津市から島根県立中央病院（出雲市）の所
要時間

現況：85分 ⇒ 整備後：70分※1 （15分短縮）
⇒ 整備後：66分※2 (19分短縮)

ごうつ いずも
・３次救急医療施設60分カバー人口が約1.1千
人増加【図５】

・島根県西部から島根県立中央病院(出雲市)
の搬送時間を短縮

いずも

ふくみつ あさり

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図５ 第３次救急医療機関60分圏域図

図４ 浜田港の国際ｺﾝﾃﾅ取扱量の推移

島根県大田市・川本町・美郷町における第３次
救急医療機関60分圏域人口
現況：42.7千人 ⇒ 整備後：43.8千人

おおだ かわもとまち みさとちょう

いずも はまだ

効果２ 港湾(浜田港)アクセスの強化 【◎】 出雲市から浜田港の所要時間
現況：107分 ⇒ 整備後：91分※1 （16分短縮）

⇒ 整備後：86分※2 (21分短縮)

いずも はまだ

（※1：出雲IC～仁摩・石見銀山IC整備時、※2：山陰道全線整備時）
（現況：Ｈ26プローブデータより算出）（整備後：規制速度より算出）

いずも にま いわみぎんざん

乗用車 小型貨物 普通貨物

約4,700台/日 約1,700台/日 約8,600台/日

図２ 事業位置図

２．課題

図３ 新規立地企業進出状況

しんじ

【浜田港長期構想（島根県により策定中）】

はまだ

いずも

はまだ

はまだ

はまだ

はまだ

2 2 33
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未開通沿線
開通済沿線

（社）

朝山・大田道路

の開通公表

県道浅利渡津線の開通公表

新規立地企業数の推移

松江市

江津市

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

江津工業団地

事業中区間
宍
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ

浜
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ

※出産前後に、突発的な母子の容態の変化に備える医療体制

※平成19年度以降に立地した企業

しんじ はまだ

さんいん

はまだ

・平成27年度に木質バイオマス発電所が江津工業団地に進出。

新規雇用のみでなく、島根県内の企業から木材チップを搬入

することで、関連する林業などの活性化に

も寄与。

・山陰道（宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴ間）の最後

の区間である当該区間の整備により、

高速ネットワークが形成され、更なる企業

の進出等による民間投資の拡大を図るこ

とが必要。【図３】

おおだ いずも

ごうつ

（※1：出雲IC～仁摩・石見銀山IC整備時、※2：山陰道全線整備時）
（現況：Ｈ26プローブデータより算出）（整備後：規制速度より算出）

いずも にま いわみぎんざん
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54

９

９

９
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9

9
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島根県立中央病院

島根大学医学部附属病院

浜田医療センター

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

圏域拡大人口：1,118人

[凡例]

60分圏域

山陰道整備による

拡大エリア

未到達エリア

第３次救急医療機関

美郷町

川本町

出雲市

江津市

浜田市

N

図２ 事業位置図

※１用地取得及び猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合
※２用地取得及び関係機関との協議等が速やかに完了する場合

福光・浅利道路

延長 6.5km

ふくみつ あさり

出雲IC～仁摩･石見銀山IC

延長 37.1km

いずも にま いわみぎんざん

あさやま おおだ たき あさやま

当面、現道を
活用する区間

多伎・朝山道路

H30開通予定
※1

朝山・大田道路

H29開通予定
※2

N

凡　　例

開　通　済

事　業　中

調　査　中

該 当 箇 所

：第３次救急医療機関

遠田IC～西村IC

延長 21.6km

とおだ にしむら

みすみ ますだ

三隅・益田道路 浜田・三隅道路

H28開通予定

はまだ みすみ

吉田掛合IC

雲南吉田IC

西
村
IC

東
出
雲
IC

松
江
玉
造
IC

出
雲
IC

仁
摩
･

石
見
銀
山
IC

湖
陵
IC

多
伎
IC

朝
山
IC

大
田
IC

静
間
ＩＣ

石
見
福
光
IC

湯
里
IC

温
泉
津
IC

江
津
IC

江
津
西
IC

浜田東IC

浜
田
IC

原
井
IC

浜
田
港
IC

遠
田
IC

旭IC

金城SIC

石
見
三
隅
IC

久
城
IC

萩
・
石
見
空
港
ＩＣ

高
津
IC

三刀屋木次IC

斐
川
IC

高野ＩＣ

宍
道
IC

宍道JCT

浜
田

JCT

瑞穂IC須
子
IC

島根県

松江市

出雲市

雲南市
大田市

江津市

浜田市

益田市

飯南町

広島県邑南町

奥出雲町

美郷町

川本町

安来市
青
波
IC

浅
利
IC (

仮
称)

(

仮
称)

(

仮
称)

(

仮
称)

(

仮
称)

(

仮
称)

(

仮
称)

はまだ

江津市 川本町

美郷町

大田市

出雲市

注）上段の値は宍道ＪＣＴ～浜田ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした
場合の費用便益分析結果

※１：ＥＩＲＲ：経済的内部収益率
※２：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算定

Ｂ/Ｃ EIRR※１ 総費用 総便益

1.2
(1.5)

4.9%
(6.4%)

4,127億円※２

(219億円※２)
4,962億円※２

(328億円※２)
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橋梁：約105m
橋梁：約115m

青波ＩＣ（仮称）

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

福光・浅利道路

起点：石見福光IC終点：浅利IC(仮称)

全体延長：6.5km
土工延長：6.3km(97%)
橋梁延長：0.2km( 3%)

一般国道９号（山陰自動車道） 福光・浅利道路に係る新規事業採択時評価
ふくみつ あさり

あさり いわみふくみつ

ふくみつ あさ り

橋梁部土工部

標準横断図 （単位：ｍ）

10.5

7.01.75 1.75

車
道

9.5

7.0
1.25

車
道

1.25

さんいん

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

延長 6.5㎞
(

起)
大
田
市
温
泉
津
町
福
光

お
お
だ

ゆ
の
つ
ち
ょ
う

ふ
く
み
つ

(

終)

江
津
市
松
川
町
上
河
戸

ご
う
つ

ま
つ
か
わ
ち
ょ
う
か
み
か
わ
ど

仁摩･温泉津道路（当面、現道を活用する区間）江津道路
ごうつ

H27.3全線開通

延長 16.0km
H15.9全線開通

延長 11.8km

平成19年3月開通

島根県事業区間

平成30年開通予定

２車線

２車線

要防災対策箇所

【２車線】

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

橋梁構造

死亡事故発生箇所（H17-H27)

交通量（Ｈ22センサス）

市街地

拠点施設(公園､工業団地)

主要渋滞箇所

二次救急医療機関

曲線半径(R<150m)

縦断勾配（i>5%）

交通量台/日

0km 1km 2km
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9,974 

28,244 

0

10000

20000

30000

40000

整備無 整備有

• 戦略の軸となる山陰道（長門市～下関市間）
のうち、俵山～豊田間は、線形不良箇所や災
害要対策箇所が多数存在し、移動速度の低
下や通行止めの発生といった課題が集中。

• 山口県北部においては、観光が地域の主要産業の一つとなっているが、高速道路ネットワー
クから取り残された結果、九州地域からの観光客数が下関市１８０万人に対し、萩市、長門
市は３０万人以下に留まるなど九州北部地域との間の観光流動に落差が生じており、回遊
性の確保が課題。【表１、図３】

• 当該道路と長門・俵山道路（事

業中）及びアクセス道路（県）の

整備により、第3次救急医療機

関の搬送60分圏域が長門市の

中心部まで拡大する。

【図４、図５】

• 平成２７年７月に構成資産の多くが山口、九
州に所在する「明治日本の産業革命遺産」
が、世界遺産に登録。これを機に、山口県で
は、山陰道を前提とする新たな観光戦略を
半年後を目途に策定予定。

• 起 終 点：山口県下関市豊田町八道

～長門市俵山小原

• 延 長 等：１３．９ｋｍ
（第１種第３級、２車線、

設計速度８０km/h）

• 全体事業費：約５７０億円

• 計画交通量：約９，１００台／日

一般国道４９１号 （山陰自動車道） 俵山・豊田道路に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・高速ネットワークの整備により、九州北部地域との連携を強化し、観光交流人口を拡大
・第３次救急医療機関へのアクセスを改善し、地域住民の安全・安心を確保

３．整備効果

ながと たわらやま こばら

やまぐち しものせき とよた やじ

効果１ 高速ネットワークで広域連携強化 [◎]
• 高速ネットワークの整備により、広域周遊観光ルートを形成。

効果３ 代替路の確保 [◎]
• 下関長門線等における災害や異常気象時の代替路が

確保され、道路の信頼性が向上。
■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

・長門市消防本部～
関門医療センター（下関市）間の所要時間
現況 75分 ⇒ 整備後 58分

※出典：（現況）Ｈ２６プローブデータより計算
（整備後）現道は規制速度、長門・俵山道路及び俵山・豊田道路は

V=80km/hとして計算

①九州から山口県北部への観光交流人口の拡大

■道路ネットワークの防災機能評価結果

たわらやま とよた

③災害や異常気象時の通行止めにより、生活・経済活動に影響

• 長門市から下関市を結ぶ国道491号、下関長門線では事前通行規制区間を有し、当該区間におい

て通行止めが5年間（H22～H26）に11件（総規制時間363時間）発生するなど、防災上脆弱な区間。

• 俵山温泉等の観光地が存在する俵山地区は、異常気象時に孤立し、経済活動に影響を及ぼす可能

性がある。

• 山口県北部の重篤患者の搬送は第3次救急医療機

関である関門医療センターへ搬送しているが、60分

以内の搬送が出来ない地域が存在。

➁救急医療機関へのアクセス

効果２ 第３次救急医療機関への速達性向上 [◎]
• 高規格道路の整備により第３次救急医療機関への
搬送時間が短縮する。

図５ 第３次救急医療機関60分圏域図

図４ 長門市における第３次救急医療機関

60分圏域人口の増加

・長門市における第３次救急医療機関
60分圏域人口
現況 10千人 ⇒ 整備後 28千人

＜算出根拠＞
・設定速度：[現況]H26プローブ（平日） [整備後]規制速度

俵山・豊田道路

【山口県がアクセス道路の強化を含めた広域観光戦略を策定予定】

しものせき ながとはぎ

ながと たわらやま

ながと

かんもん

たわらやま とよた

しものせきながと

たわらやま

ながと

ながと

かんもん しものせき

しものせき ながと

しものせき ながと

[凡例]

60分圏域

整備※による拡大エリア

※整備とは、長門・俵山道路、
俵山・豊田道路及びアクセス
道路の整備を示す。

第3次救急医療機関

しものせきながと

たわらやま とよた

さんいん

長門市総人口：38,349人
（人）

26.0%

73.6%

※人口は平成22年国勢調査より

長門市人口の
7割をカバー

図３ 九州方面から山口県への観光交流人口

[凡例]

世界遺産
主要観光施設

※主要観光施設は下関市、長門市、萩市、美祢市、宇部市、山口市に
立地する観光施設のうち年間入込客数10万人以上のみプロット

下関市
181.8万人

長門市
29.7万人

はぎ

俵山・豊田道路観光交流の多い
九州～下関市

九州からの観光交流
人口の拡大が必要 萩市

21.6万人
ながと

しものせき

たわらやま とよた

※資料／山口県観光振興課調べ
（H26山口県観光客動態調査より）

九州方面からの
観光入込客数

たわらやま

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１：ＥＩＲＲ：経済的内部収益率
※２：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算定

Ｂ/Ｃ EIRR※１ 総費用 総便益

1.4
(1.2)

6.3%
(5.1%)

4,292億円※２

(427億円※２)
6,003億円※２

(515億円※２)

改善
ペア数

脆弱度
〔防災機能ランク〕 累積脆弱度の

変化量

改善度

評価

整備前 整備後 通常時 災害時

19

(1)

0.73
〔C〕
0.34
〔C〕

0.28
〔B〕
0.17
〔B〕

▲133.72

(▲1.74)

0.10

(0.09)

0.55

(0.28)
◎

図６ 整備後の防災機能ランク

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

山陰自動車道
(浜田JCT～小月JCT)

俵山・豊田道路

乗用車 小型貨物 普通貨物

約2,800台/日 約1,300台/日 約5,000台/日

図１ 広域図

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

俵山・豊田道路
たわらやま とよた

図２ 事業位置図

俵山･豊田道路
13.9km

たわらやま とよた

長門･俵山道路
延長5.5km
H31開通予定

(仮)俵山IC

(仮)長門IC

N

ながと たわらやま

凡　　例

開　通　済

事　業　中

調　査　中

該 当 箇 所

小月JCT

浜田JCT

三隅･益田道路
延長15.2km

浜田･三隅道路
延長6.4km
H28開通予定

石
見
三
隅
Ｉ
Ｃ

西
村
Ｉ
Ｃ

遠
田
Ｉ
Ｃ

みすみ ますだ はまだ みすみ

表１ 山口県北部における九州方面からの観光入込客伸率

関門医療センター

市町村 H22 H26 伸率
（H26/H22）

下関市 1,694 1,819 1.07

長門市 307 297 0.97

萩市 278 216 0.78

（千人）
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一般国道４９１号 （山陰自動車道） 俵山・豊田道路に係る新規事業採択時評価

俵山・豊田道路
たわらやまとよた

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

長門・俵山道路
ながと たわらやま

俵山・豊田道路
たわらやま とよた

(終)山口県長門市俵山小原
やまぐち ながと たわらやまこばら

(起)山口県下関市豊田町八道
やまぐち しものせき とよた やじ

N

標高320m

標高280m

標高240m

標高200m

標高160m

標高120m

標高 80m

【縦断図】

至

長
門
市
街

至

下
関
市
街

俵山・豊田道路

延長13.9km

トンネル

約2,055m

(仮)豊田IC

（仮）俵山IC (仮)俵山温泉IC

橋梁

約100m

橋梁

約350m

橋梁

約205m

橋梁

約45m

kp 0 54321 7 8 9 106 11 12 13

とよた

たわらやまおんせんたわらやま

山
口
県
下
関
市
豊
田
町
八
道

(起)

や
ま
ぐ
ち

し
も
の
せ
き

と
よ
た
ち
ょ
う

や
じ

山
口
県
長
門
市

俵
山
小
原

(終)

や
ま
ぐ
ち

な
が
と

た
わ
ら
や
ま
こ
ば
ら

約1,257m

トンネル

橋梁

約20m

14

トンネル

約295m

橋梁

約155m

【標準横断図】 （単位：m）

土工部 トンネル部橋梁部（橋長50m以上）

全体延長 ：13.9km
土工延長 ：9.4km (68%)
橋梁延長 ：0.9km (  6%)
トンネル延長：3.6km (26%)

たわらやま とよたさんいん

山口県

長門市

下関市

長門市役所

下関市役所

凡 例

トンネル構造

橋梁構造

1,597台/日【2車線】

1,982台/日【2車線】
1,125台/日【2車線】

(仮)俵山IC
たわらやま

(仮)俵山温泉IC
たわらやまおんせん

(仮)豊田IC
とよた

(仮)長門IC
ながと

延長13.9km

（事業中 Ｈ31開通予定）

延長5.5km 2車線

道の駅「北浦街道豊北」

道の駅「きくがわ」

道の駅「蛍街道西ノ市」

道の駅「萩・さんさん三見」

道の駅「おふく」

道の駅「みとう」

関門医療センター

山口大学医学部附属病院

840台/日【2車線】

3,945台/日【2車線】

0km 5km 10km
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日南区間 ：宮崎県日南市大字東弁分乙

～平野

志布志区間：鹿児島県志布志市大字

志布志町帖～志布志町志布志

20,065 21,306
23,451

5,208 5,497 5,845

1,650 1,834 1,957
320 306 332

0

6,000

12,000

18,000

24,000

H23年 H24年 H25年

161.9 

113.6

夏井～志布志 日南～油津

九州直轄

国道平均

88.5

九州直轄

国道平均

88.5

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000(ｔ)

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2
（1.5）

4.9%
（6.6%）

2,383億円※2

（175億円※2）

2,854億円※2

（267億円※2）

・宮崎県内の東九州自動車道は、大分県境

～宮崎市までが平成25年度につながり、

県全体の観光客は増加傾向。

・県南地域には、鵜戸神宮等の著名な観光

地が存在するが、高速道路空白地域のた

め、地域の観光客数は伸び悩んでいる。

・一方、油津港への観光クルーズ船寄港実

績が近年増加し、寄港時の周辺観光への

ニーズが高まっている。【図２】

・並行する国道220号では、線

形不良・屈曲箇所が全体に渡

り存在し、日南・志布志市街地

で交通死傷事故率が高く、死

亡事故発生箇所も存在。

【図５,６】

１．事業概要

２．課題

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）■費用便益分析結果

一般国道２２０号（東九州自動車道）日南・志布志道路に係る新規事業採択時評価
にちなん しぶし

・ 速達性及び周遊性の向上により、地域観光の発展に寄与
・ 志布志港へのアクセス向上により、飼料輸送など産業活動を支援
・ 縦断線形不良箇所や事故率の高い箇所等を回避し、安全で円滑な高速ネットワーク形成

効果３ 走行環境改善による円滑性・安全性向上【◎】

効果１ 速達性向上による観光経済活性化【◎】

①主要観光地間のアクセス改善

②志布志港を結ぶ物流活動におけ
る支障

・志布志港は、８つの国内外定期航路が

就航し、東九州自動車道の延伸等に伴

い原木輸出量が増加、飼料用とうもろこ

し輸入量が全国２位の物流拠点。

・志布志港と各地域までの間は、現道の

国道220号を利用して飼料等を輸送して

いるが、輸送に不適な勾配・線形箇所に

よる走行性や、輸送車両の市街地通過

が課題。【図３,４,５】

③線形不良等による円滑・
安全な走行環境の阻害

・起 終 点：
ひがしべんぶんおつ

しぶしし

にちなんし

乗用車 小型貨物 普通貨物

日南油津 約9,700台/日 約2,600台/日 約1,400台/日

夏井志布志 約3,800台/日 約1,000台/日 約 500台/日

しぶし

ひらの

しぶしちょう ちょう しぶしちょう

303万トン/年
【アメリカ、アルゼンチン等】

件/億台㎞・年

資料：交通事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（H22～H25）

図６ 国道220号（現道）の
交通死傷事故率図４ 配合飼料の輸送先と畜産農家数

図５ 国道220号の現状と課題 ※H16～H25の10年間
(交通事故統合データベース)

３．整備効果

日南・志布志道路

国道220号の死傷事故率 日南区間 現況：113.6 件/億台キロ ⇒ 整備後：46.1 件/億台キロ
志布志区間 現況：161.9 件/億台キロ ⇒ 整備後：97.3 件/億台キロ

資料：宮崎県観光入込客統計調査

飼料用とうもろこし

図２ 主要観光地・観光入り込み客数の推移

油津港

・広域観光ルートの形成に際して、東九州自動車道の延伸も含めた、南九州や東九州、さらには
九州一体となった取組を行う。【未来みやざき創造プラン】

・観光地間の速達性向上により、周遊観光が増加し、観光経済を活性化。
イルカランド～宮崎神宮の所要時間 現況：117分 ⇒ 整備後：99分 (18分短縮)

※事業中区間の時間短縮も含む

・志布志港の国際物流拠点としての一層の機能向上を図るため、幹線道路の整備を促進する。
【大隅地域将来ビジョン】

効果２ 輸送環境改善による経済活性化【◎】

縦断線形不良箇所・屈曲箇所:2箇所削減 志布志港～宮崎市：20分短縮
※事業中区間の時間短縮も含む

図１ 事業位置図

資料：
配合飼料；志布志市（Ｈ26）
農家戸数；世界農林業ｾﾝｻｽ(2010)

うどじんぐう

あぶらつ

しぶし

図３ 志布志港の原木輸出量の推移
資料：港湾統計

H26.12
鹿屋串良JCT～
曽於弥五郎開通

11倍

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0

鵜戸神宮(日南市)

増加(宮崎県)

横ばい
(宮崎県南地域)

H23年 H24年 H25年
宮崎県 串間市 日南市 宮崎市

H22.3
曽於弥五郎～
末吉財部開通

・線形不良箇所や死傷事故率の高い箇所を回避し、安全で円滑な走行環境を形成。

・志布志市街地や道路構造に課題のある箇所を一部回避する志布志港との輸送ルート形成により、
走行性を向上し、経済活動を支援するとともに、市街地の生活環境を改善。

注)上段の値は清武JCT～志布志ICを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象
にした場合の費用便益分析結果

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）
※3：JCT間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算定

・全体事業費 ： 約２２５億円

・計画交通量 ： 約５，３００～１３,７００台/日

(千人)

H22年度
門川～日向・
高鍋～西都開通

H24年度
蒲江～北浦・
須美江～延岡・都農～高鍋・
清武JCT～清武南開通

H26.3
北浦～須美江・
日向～都農開通
(大分県境～宮崎市間開通)

H23年 H24年 H25年 H26年

11,876 13,736

63,858

130,405

飼料輸送状況(志布志市)

（第１種第３級、２車線、設計速度８０km/h）

・延 長 等： ６．９ｋｍ 日南区間 ：3.2㎞
志布志区間：3.7㎞
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東九州自動車道
（志布志～鹿屋串良）

(2/4)
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※1：県としての新たな「津
波浸水想定」の設定
についてH25.2.19
【宮崎県】
鹿児島県地震等災
害被害予測調査中
間報告(災害想定の
概要)H25.3.25
【鹿児島県】

東九州自動車道
（北郷～日南）
H29開通予定(2/4)
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日南・志布志道路

(志布志区間)

(延長3.7㎞)
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一般国道２２０号（東九州自動車道）日南・志布志道路に係る新規事業採択時評価
にちなん しぶし

ひ
ら

の

標準横断図(単位：ｍ)

計画縦断図

(仮)夏井ＩＣ

〔夏井～志布志〕 ＋ 〔日南～油津〕 ＝ 〔合計〕
全体延長： 3,694m ＋ 3,231m ＝ 6,925m
土工延長： 3,300m（89%）＋ 2,770m（86%）＝ 6,070m（88%）
橋梁延長： 394m（11%）＋ 461m（14%）＝ 855m（12%）
ﾄﾝﾈﾙ延長： 0m（ 0%）＋ 0m（ 0%）＝ 0m（ 0%）
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日南・志布志道路(日南区間)

(延長3.2㎞)
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日南・志布志道路
延長6.9㎞
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